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論文の内容の要旨
　本論文は，確率的逐次決定過程の概念を導入した最適人質救出問題を定義し，それに対して5通りのモデルを
構築した上で問題への数学的アプローチを取り扱い，その妥当性を理論的に解析している。本論文は8章とAppen－
dixから成る。
　第1章では，研究の動機と目的，及び本論文で検討される5つのモデルの概略を述べている。
　第2章では，これら5つのモデルの数学的は定義を与えている。基本となるMode11とMode12では複数の人質
が取られており，時々刻々「突入する」か「突入せず次の時点まで待つ」かの決定を下さなければならない。Mode1
1では「どの人質も殺されずに救出する確率を最大にすること」，Mode12では「政策として与えられた人数以上の
人質が殺される確率を最小にすること」を目的関数で表現している。人質事件では，犯人との交渉を行なうこと
も多いので，交渉人が行う提案を交渉のアクションと呼んで，アクションをモデルに取り入れたMode13とMode1
4も定義している。ただし，両モデルにおいては，人質は1人で，アクションもユ度しか取れない等の強い仮定を
設定している。以上の4つのモデルにおいては，すべてのパラメータが定常的であるが，最後のMode15では，状
況が時間的にランダムに変動する確率モデルを提案している。
　第3章から第7章までの各章ではそれぞれMode11からMode15の理論解析を行い，人質救出のための最適決定
規則を導出して，規則の性質を明らかにしている。各章とモデルの対応関係は，第3章がMode11，第4章がMode1
2，第5章がMode13，第6章がMode14，第7章がMode15である。主要な結論として，Mode11においては最適
決定規則が時点に無関係であること，すなわち近視眼的（myopic）であることが証明されている。これは独自に
定式化された条件下という制限は付くが，本論文により導かれた新しい知見である。しかし，その他のモデルで
は，最適決定規則が必ずしも近視眼的には成りえないことも示されている。また，Mode12においては，最適決定
規則を記述する方程式の「解の存在と一意性」が未解決問題として残されている。その数学的証明の困難さはこ
の方程式の「単調性の欠如」に由来し，著者はこれを膨大な数値実験により肯定的に検証している。
　第8章は，結果の総合的なまとめと，得られた結論に対する考察である。
　Appendixとして，論文申の定理や細かな数式についての数学的証明等を与えている。
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審査の結果の要旨
　最適人質救出問題について，石氏は従来の研究成果が乏しいことを充分に踏まえ，独自の定義と工夫により興
味深い理論解析を展開している。特に，第3章で導出された一連の定理では最適決定規則の近視眼的性質を証明
して，単純なモデルであるが，人質救出問題にある種の数学的構造が存在することを示し，石氏のオペレーショ
ンズ・リサーチ分野の理論研究者としての能力を十分に窺わせる。本論文の第3，7章と第5章の内容を基に，オ
ペレーションズ・リサーチの分野における定評ある専門誌に2本の単著論文がそれぞれ受理されており，理論水
準の保証された学位請求論文となっている。
　よって，著者は博士（経営工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものであると認める。
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